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研究成果の概要（和文）：本研究では，木材移送が盛んになった中近世を中心とした過去約1000年間について，
これまで構築した標準年輪曲線ネットワークの空白域である西日本にも拡張し，標準年輪曲線ネットワークの地
域区分を日本の全域について明らかにして，年輪年代学的手法による木材産地推定をわが国で応用することを目
的とした研究を行った。その結果，西日本日本海地域，瀬戸内地域，中部日本海地域，中部太平洋地域における
年輪データを拡充することができ，これらの年輪曲線に地域的なまとまりが見られることが明らかとなった。ま
た，多数の試料からなる標準年輪曲線を各地で構築する過程において，その試料群の同一材推定を行うことがで
きる事例が増大した。

研究成果の概要（英文）：The objectives of this study were to develop a network of reference 
chronologies at western Japan in past 1000 years and to apply dendroprovenancing in Japan. The 
tree-ring data were newly accumulated in Japan sea side of western Japan, Setouchi area, Japan sea 
side of central Japan and pacific side of central Japan. These tree-ring curves had some regional 
similarities. Moreover, in the process of developing reference chronologies consisting of a large 
number of samples in each regions, it was possible to estimate the same timbers in the sample group.

研究分野： 年輪年代学
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１．研究開始当初の背景 
年輪年代学は，1 年精度の年代測定法とし

て知られるが，広義には樹木の年輪成長が地
域的な気候要素の影響を受けて変動する特
性を生かし，古気候の復元や，木材産地の推
定を行うなどを含む総合的な学問分野であ
る（Schweingruber, 1988）。年輪考古学研究
の先進地であるヨーロッパでは，各地で構築
された標準年輪曲線が広範囲にネットワー
ク化され，年輪変動の地域類似度による木製
文化財試料の産地推定が盛んになっており，
中世のハンザ同盟都市間の木材移送経路が
復元されるなど，年輪年代学的な木材産地推
定により歴史学的にも興味深い研究が行わ
れている（Haneca et al., 2009）。 

 
一方，わが国の年輪年代学は，暦年代測定

に特化して行われてきた傾向がある。例えば，
光谷（1990）で構築されている中世の標準年
輪曲線は，試料数が少ないため草戸千軒町遺
跡と鳥羽離宮跡という広島と京都の 2遺跡の
木製遺物から成っている。この標準年輪曲線
は，広範囲に共通する年輪変動を反映してい
るため年代測定には適しているが，地域ごと
の特異性が検討されておらず，年輪年代学的
な木材産地推定に応用するには不十分なも
のである。 

 
応募代表者のこれまでの研究，及び参画し

てきた研究プロジェクトでは，わが国におけ
る年輪年代学の多角的な応用を目指し，本邦
産樹木の標準年輪曲線を長期に延長し，また
各地で構築した標準年輪曲線をネットワー
ク化する取り組みを続けてきた。その中で，
互いに照合可能な広義のヒノキ科について，
過去約 2000 年間にわたる標準年輪曲線構築
の目処が立ち，特に過去約 1000 年間につい
て中部地方以東の地域標準年輪曲線が充実
した。そして，この標準年輪曲線ネットワー
クには年輪変動に地域的な類似性があり，東
北日本海側，中部というような気候区と整合
的な地域区分ができることが明らかとなっ
た。このことは，わが国においても年輪年代
学的な手法による木材産地推定を実現でき
る可能性が高まってきたことを示唆する。さ
らに，近畿以西の西日本でも地域を代表する
標準年輪曲線を整備し，既存の標準年輪曲線
もあわせて年輪変動の地域区分を明らかに
することで，年輪年代学による木材産地推定
への応用が可能となる。 
 
２．研究の目的 
本研究は，年輪年代学的手法による木材産

地推定を，わが国で応用することを大きな目
的とし，次の 2 点について研究を進める。 

 
(1) 中近世における標準年輪曲線の広域ネ
ットワーク整備とその地域区分：これまで構
築した中部以東の標準年輪曲線ネットワー
クの空白域である近畿以西の西日本にも拡

張し，過去約 1000 年間にわたる標準年輪曲
線ネットワークを日本の全域に整備する。特
に中国日本海側，瀬戸内，四国太平洋側のよ
うに，気候区ごとに年輪変動の相違が検出で
きることを想定し，西日本の気候区に即して
各地域を代表する標準年輪曲線を構築する。
そして，構築・整備した標準年輪曲線の広域
ネットワークについて，年輪変動の広域共通
性と地域特異性を明らかにし，木材産地推定
に向けた地域区分を行う。 
 
(2) 中世近畿における木製文化財を対象と
した産地推定への応用：東西 2 地域からの木
材移送が想定される中世近畿における遺跡
出土材，古建築部材などの木製文化財試料に
ついて，標準年輪曲線広域ネットワークの地
域区分を基に産地推定を行う。対象とした木
製文化財試料の年輪曲線が，どの地域の標準
年輪曲線と類似度が高く，また他の地域とは
照合しないかということを明らかにして，木
材の産地を推定する。 
 
３．研究の方法 
(1) 空白域における地域標準年輪曲線の構
築：標準年輪曲線ネットワークの空白域であ
る近畿以西の西日本において，気候区ごとに
年輪変動の相違が検出きることを想定し，各
地域標準年輪曲線を構築する。 
 
(2) 標準年輪曲線ネットワークの地域区
分：連鎖，または区分できる地域範囲を明ら
かにし，中近世を中心とした過去約 1000 年
間の標準年輪曲線ネットワークを日本の全
域に整備する。 
 
(3) 木材産地推定の応用：(2)の地域区分を
基に，東西 2 地域からの木材移送が想定され
る中世近畿の木製文化財試料について，どの
地域の標準年輪曲線と類似度が高く，また他
の地域とは照合しないかということを明ら
かにすることで，産地を推定する。 
 
対象とする樹種は，互いに年輪変動の同調

性があることが知られる広義のヒノキ科（ヒ
ノキ，サワラ，アスナロ（ヒバ），スギなど）
とした。 
 
４．研究成果 
本研究では，中部から西日本各地における

中近世の遺跡出土材，古建築部材の年輪年代
調査を実施し，西日本日本海地域（鳥取），
瀬戸内地域（広島，岡山），中部日本海地域
（石川，福井），中部太平洋地域（三重）に
おける年輪データを拡充することができた。
これらは標準年輪曲線ネットワークの空白
域を確実に埋めるものであり，標準年輪曲線
ネットワークの地域区分を明らかにするた
めの基盤をなす情報を得ることができたこ
とになる。そして，得られた年輪データの地
域間比較をおこなった結果，例えば中部太平



洋地域と中部日本海地域，中部太平洋地域と
瀬戸内地域とでは年輪曲線が照合するもの
の，中部太平洋地域と西日本日本海地域とで
は年輪曲線が照合しない場合があるなど，地
域的なまとまりが見られることが明らかと
なった。 
 
また，多数の試料からなる標準年輪曲線を

各地で構築する過程において，一括性の高い
試料群を分析対象とすることにより，その試
料群の同一材推定を行うことができる事例
が増大した。この成果における年輪年代学的
な端緒として，同一材推定を主目的とした年
輪年代調査では，通常の年代測定では対象と
しない年輪数の少ない試料も年輪年代学の
分析対象になり得ること，さらに同一材推定
により接合し，最終的に 100 層以上の長期と
なった同一材由来の平均年輪曲線は，年代測
定や産地推定の基準となる標準年輪曲線と
も照合できる場合があることが明らかとな
った。 
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